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御
調
郡
遺
族
会
の
概
況

一
、
御
調
郡
行
政
区
画
の
変
遷

御
調
郡
の
行
政
区
画
に
つ
い
て
は
、
昭
和
元
年
頃
次
の
五
町
二
十
九
ケ
村
で
あ

っ

た
。
(
御
調
郡
誌
に
よ
る
。
)

-
五
町
H
三
原
町
、
糸
崎
町
、
栗
原
町
、
土
生
町
、

三
庄
町

-
二
十
九
ケ
村
H
西
野
村
、
山
中
村
、
深
田
村
、
吉
和
村
、
美
の
郷
村
、
木
の
庄
村
、

原
田
村
、
諸
国
村
、
字
津
戸
村
、
奥
村
、
市
村
、
河
内
村
、
今
津
野
村
、
八
幡
村
、

坂
井
原
村
、
久
井
村
、
羽
和
泉
村
、
岩
子
島
村
、
向
島
東
村
、
向
島
西
村
、
立
花

村
、
重
井
村
、
大
漬
村
、
中
庄
村
、
田
熊
村
、

三
浦
村
、
菅
野
村
、
下
川
透
村
、

上
川
溢
村

そ
の
後
、
昭
和
四
十
五
年
頃
ま
で
に
町
村
の
編
入
、
合
併
、
合
併
町
制
、
合
併
市

制
等
が
行
わ
れ
て
御
調
郡
は
久
井
町
、
御
調
町
、
向
島
町
の
三
町
と
な
り
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

二
、
規

約

御
調
郡
遺
族
会
の
規
約
は
広
島
県
遺
族
会
の
「
寄
附
行
為
の
目
的
」
に
準
じ
て
制

定
し
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
施
行
し
て
い
る
。

三
、
活

動

研
修
会
並
び
に
遺
族
の
集
い
開
催

御
調
郡
遺
族
会
は
昭
和
五
十
七
年
頃
か
ら
次
の
よ
う
な
会
を
重
ね
て
き
た
。

-
役
員
研
修
会
・
婦
人
部
研
修
会
婦
人
部
青
壮
年
部
合
同
研
修
会
・
組
織
交
流
婦

人
部
青
壮
年
部
研
修
会

・
「
あ
り
が
と
う
」
母
親
に
感
謝
す
る
集
い
・
体
験
発
表

会
等
で
あ
る
。

そ
の
都
度
、

国
会
議
院
、
県
職
員
、

日
本
遺
族
会
青
壮
年
部
長
、
広
島
県
遺
族
会

長
及
び
青
壮
年
部
長
、
戦
争
体
験
者
の
方
々
を
招
鴨
し
て
、
中
央
状
況
、
英
霊
顕
彰
、

遺
族
の
処
遇
問
題
、
遺
族
会
の
継
承
、
戦
争
観
等
に
つ
い
て
研
鎖
し
、
交
誼
を
深
め
、

本
会
の
目
的
達
成
、
平
和
な
日
本
建
設
の
た
め
に
努
め
て
い
る
。

(ニ)
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慰
霊
参
拝

靖
国
神
社
参
拝
、
並
び
に
本
土
の
南
端
、
知
覧
(
陸
軍
特
別
攻
撃
隊
基
地
)
を
訪

れ
、
御
英
霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
。
知
覧
は
太
平
洋
戦
争
後
期
、
本
土
決
戦
に
備

え
て
若
き
勇
士
が
遥
か
彼
方
の
雲
流
れ
る
果
て
に
征
き
て
帰
ら
ざ
る
壮
途
に
つ
か
れ

た
激
一
俣
咽
ぶ
基
地
で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

四
、
役

員

ぷ〉
Z三

初
代
藤
田
直
義

三
代
西
迫
数
夫

長

二
代
有
馬
恵

一

四
代
藤
本
勇
夫

ハ
代
森
末
茂
夫

五
代
藤
田
賢
吾

七
代

(現
在
)
藤
本
勇
夫

婦

人

部

長

初
代
下
角
E
子

二
代
岡
本
照
子

三
代
下
角

E
子

四
代
(
現
在
)
福
場
敏
枝

青
壮
年
部
長

初
代
森
末
茂
夫

二
代

(現
在
)
元
谷

稔



五
、
会

計

平
成
四
年
度

収
入

九
十
一
万
七
千
六
百
五
十
五
円

支
出

ハ
十
六
万
七
千
七
百
十
二
円

御

調

町

遺

族
A 
A 

一
、
旧
村
遺
族
会
(
創
設
当
時
)
の
役
員
と
忠
魂
碑
・
慰
霊
祭
の
状
況

市 上 菅
|日)11 

野 村
辺

村 キす 村
名

婦副会婦副会婦副会
昭創人会長人会長人会長

部長 部長 部長 和設
長 長 長 二当

十時
石小金土部竹谷藤後宗 四の
川吹野井谷内川 年役

ス 長 八員
業松義完ズ武 寿 三 月名
子 治エ雄諦美寛郎

(ゴ (一)
た族市 年一
。 Iヱ〉ミ 、昭 )角昭忠

魂碑忠主照和撤に和魂碑
催源二去建入
で寺十 、立年

慰に四石 、九
慰霊お年材戦月

祭いよ を後市
雪玉E量Z 

を て り照(小
祭

挙毎合源昭学
の

行年秋 併寺和校
状

し まに二々
況

てにで保十庭
い遺 管三の

大 奥 今 河
津

内
野

和 村 キす 村

l日 婦副会婦副会 婦副会
諸 人会長人会長 人会長
回 部長 部長 部長
村 長 長 長
の

福中中下兼柏 水高有
部 岡谷 川 角為原 野山馬
i口'-

併 カ節嘉 E 虎豊 政重恵
メ夫一子雄松 子松 一

館て碑た り る でで (ゴ (一)
敷改のが奥が忠魂碑 慰毎小戦年御 祭り正
地装文、小、 霊年学没十調昭を、典昭
内、字終学昭 祭十校者月八和挙毎坊和
に同を戦校和のを月講慰に幡五行年秋 .二
移校削に運十建挙仏堂霊神神十し 金十
転運りよ動年立行式・祭社社五てに剛四
現動、り場奥年しに公を主・年い遺寺年
在場自取の村月てよ民挙催萩 よ た族 よ
によ治り 一 役目いり館行に八り 。会竺ぷ口り為
至り記除角場はた遺(し よ幡現 主一
る綾念碑 かに敷不。族建てり神在 催ケ併
目 れ移地詳 会設い氏 社ま で寺 ま
公と忠転内で 主後る子でで 慰をで
民し魂しよあ 催 。の毎高 霊廻
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二
、
御
調
町
遺
族
会

昭
和
三
十
年
二
月
一
日
、
菅
野
村
・
上
川
辺
村
市
村

・
河
内
村
・
今
津
野
村

・

・
諸
田
村
の

一
部
(
現
大
和
)
が
合
併
し
て
御
調
町
を
設
置
し
て
現

奥
村

(綾
目
)

在
に
至
る
。



(一)

役

員

A-
:z::;; 

初
代
金
野
完
治

長

四
代
森
末
茂
夫

高l

初
代
角
森
寿
夫

t当h
Zミ

長

後
藤

二
代
竹
内

諦

代
有
馬
恵

五
代
(
現
在
)
谷
河
卓
美

二
代
柏
原
豊
松

三
代
兼
為
虎
雄

寛

四
代
新
宅
利
常

原
本
魚
三

五
代
(
現
在
)
後
藤
力
人

二
代
(
現
在
)
石
川
業
子

婦

人

部

長

初
代
下
角
日
一
子

青
壮
年
部
長

初
代
森
末
茂
夫

一
代
(
現
在
)
小
川
万
寿
男

(ゴ

活

動

ァ
、
慰
霊
碑
の
建
立

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
二
日
除
幕
、

小
川
万
寿
男

二
代
元
谷

稔

入
魂
式

旧
市
村
時
代
に
忠
魂
碑
と
し
て
建

立
さ
れ
て
い
た
も
の
を
終
戦
に
よ
り
撤
去
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
石
材
を
照
源
寺

に
保
管
、
こ
れ
を
遺
族
会
が
譲
り
受
け
、
軍
恩
連
盟
御
調
支
部

・
御
調
町
遺
族
会
が

立
し
た
。

主
体
と
な
り
、
忠
魂
碑
の
文
字
を
削
り
、
慰
霊
碑
に
改
め
役
場
敷
地
内
の

一
角
に
建

八
月
初
旬
に
行
っ
て
い
る
。

慰
霊
碑
の
清
掃
は
青
壮
年
部
が
中
心
と
な
り
、
会
員
・
婦
人
部
が
協
力
し
、
毎
年

碑

文

国
家
の
危
機
に
当
り
、

明
治
維
新
よ
り
数
次
に
亘
り
、
風
雪
急
を
告
ぐ
る
事
変
、
或
は
戦
争
が
続
き
こ
の

い
と
し
い
肉
親
を
故
郷
に
残
し
ひ
た
す
ら
尽
忠
報
国
の
赤
誠

に
燃
え
て
異
郷
の
山
野
に
海
洋
に
将
又
大
空
に
祖
国
の
安
泰
と
家
庭
の
平
安
を
祈
り

つ
つ
活
躍
さ
れ
、
再
び
郷
土
に
ま
み
え
る
事
な
く
無
念
に
も
散
華
さ
れ
た
英
霊
を
偲

ぶ
と
き
痛
恨
の
情
切
々
た
る
も

の
が
あ
る
。

光
陰
矢
の
如
し
と
か
、
悲
惨

な
終
戦
か
ら
既
に
三
十
二
年
の

歳
月
を
閲
し
、
今
日
の
我
が
国

は
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
民
主

主
義
の
も
と
、
社
会
の
繁
栄
と

隆
自
国
を
迎
え
飛
躍
的
発
展
を
遂

げ
つ
つ
あ
る。

」
の
時
に
当
り
西
南
の
役
か

ら
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
間

め
武
勲
を
た
た
え
、

に
出
陣
し
て
武
運
我
に
利
あ
ら
ず
戦
蔑
さ
れ
た
郷
土
出
身
者
の
英
姿
を
偲
び
霊
を
慰

491一

そ
の
栄
誉
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
世
界
の
恒
久
平
和
と
人

類
福
祉
を
祈
念
し
て
こ
の
碑
を
建
立
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
十
一
月

ィ
、
戦
没
者
追
弔
法
会
執
行

毎
年
九
月
遺
族
会
主
催
に
よ
る
戦
没
者
追
弔
法
会
を
執
行
、
慰
霊
碑
建
立
ま
で
は

御
調
町
文
化
会
館
で
執
行
し
て
い
る
。

町
内
三
ケ
寺
(
照
源
寺

・
円
滝
寺
・
正
典
坊
)
を
廻
り
執
行
、
昭
和
五
十
三
年
よ
り

ゥ
、
献
灯
み
た
ま
祭

平
成
四
年
よ
り
遺
族
及
び
町
内
有
志
よ
り
ご
出
宝
を
い
た
だ
き
、

お
盆
の
八
月
十

五
日
に
慰
霊
碑
前
に
提
燈
を
点
燈
し
御
霊
の
供
養
を
し
て
い
る
。
ご
出
宝
い
た
だ
い

コニ

靖
国
神
社
団
参
等

た
浄
財
の
一
部
を
遺
族
会
の
基
金
と
し
て
積
み
立
て
て
い
る
。



。
御
調
町
遺
族
会
青
壮
年
部
主
催
に
よ
り
、
平
成
三
年
六
月
二
十
二
日

1
二
十
三

日
の
日
程
に
よ
り
、
靖
国
神
社
団
参
を
計
画
、
多
数
の
参
加
者
の
も
と
英
霊
に
感

謝
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
っ
た
。

。
毎
年
会
員
一
日
研
修
旅
行
を
行
い
、
英
霊
に
感
謝
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

り
遺
族
会
の
益
々
の
発
展
を
誓
う
。

ド)

止h
Zミ

計

平
成
四
年
度

収
入

ハ
拾
八
万
二
千
五
百
六
拾
円

tλ
山
山

ハ
拾
七
万
三
千
六
百
三
拾
五
円

向
島
町
遺
族
会
の
あ
ゆ
み

一
、
経

緯

本
会
は
、
終
戦
直
後
の
言
葉
に
絶
す
る
荒
廃
し
た
、
極
め
て
深
刻
な
混
乱
の
世
相

の
中
で
、
昭
和
二
十
三
年
四
月

一
日
、
四
百
四
十
七
人
の
遺
族
に
よ
っ
て
、
藤
田
直

義
氏
(
当
時
、
広
島
県
議
会
議
員
)
を
初
代
会
長
と
し
て
向
島
町
遺
族
会
を
創
立
し

-
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0
 

ふふ

創
立
に
至
る
ま
で
の
遺
族
は
、
片
時
も
脳
裏
か
ら
離
れ
る
こ
と
の
な
い
可
愛
い
我

が
子
、
掛
け
替
え
の
な
い
愛
す
る
夫
を
偲
び
な
が
ら
、
苦
難
の
途
を
辿
っ
て
い
た
矢

先
で
の
創
立
で
、
遺
族
に
と

っ
て
は
、
誠
に
心
の
支
え
と
な
り
、
安
穏
の
日
々
を
送

る
に
至

っ
た。

ま
た
、
本
会
の
場
合
、
昭
和
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
、
岩
子
島
村
と
合
併
、
更

に
、
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
、
立
花
村
と
合
併
し
、
こ
の
時
点
で
遺
族
数
は
、

五
百

八
十
二
人
と
な
り
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

本
会
は
、
創
立
以
来
四
十
五
年
間
に
お
い
て
、
主
と
し
て
、
相
互
扶
助
、
慰
籍
救

済
の
途
を
拓
く
と
と
も
に
、
遺
族
の
高
揚
と
品
性
の
酒
養
に
努
め
て
、
平
和
日
本
の

建
設
に
貢
献
す
る
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
業
推
進
を
図
り
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

二
、
事
業
実
施
状
況

(一)

事

業

ァ
、
遺
族
の
親
睦
・
慰
籍
事
業

年
一
回
で
は
あ
る
が
、
視
察
研
修
旅
行
の
実
施

イ
、
遺
族
の
身
上
相
談
事
業

今
日
で
は
、
相
談
件
数
も
減
少
し
て
い
る
が
、
本
会
創
立
以
降
は
、
相
当
件
数
が
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あ
り
、
そ
の
整
理
に
奔
走
し
、
な
お
今
日
鋭
意
努
力
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ゥ
、
役
員
会
の
開
催

必
要
に
応
じ
(
婦
人
部
青
壮
年
部
含
む
)
開
催
し
て
い
る
。

ェ
、
相
互
扶
助
・
自
立
更
生
・
福
利
増
進
事
業

ア

今
日
で
は
、
生
活
の
安
定
に
心
配
は
な
い
が
、
創
立
以
降
の
数
十
年
間
は
、

相
互
に
助
け
合
う
と
い
う
こ
と
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

一
つ

の
条
件
的
な

も
の
で
も
あ
り
、
そ
れ
を
心
に
命
じ
、
歯
を
喰
い
し
ば

っ
て
努
力
を
し
て
き
た
。

J
n
l
 

福
利
厚
生
に
つ
い
て
は
、
本
会
に
お
い
て
当
時
物
資
の
調
達
を
し
、
関
係
家

庭
ま
で
の
配
達
に
専
念
し
た
。

ォ
、
戦
没
者
慰
霊
に
関
す
る
事
業

ア

慰
霊
祭
は

一
年
お
き
に
、
仏
式
・
神
式
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

i
 

J
!
 
(
 
英
霊
は
、
平
素
寺
院
で
供
養
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。



例
忠
魂
碑
は
、
昭
和
二
年
八
月
建
立
、
遺
族
会
に
お
い
て
管
理
し
、
清
掃
等
は
、

青
壮
年
部
を
中
心
に
年
四
回
実
施
し
て
い
る
。

判
戦
没
者
の
位
牌
は
、
八
幡
神
社
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、
年

一
回
牌
壇
の
整
頓

に
努
め
て
い
る
。

三
、
各
部
の
活
動
状
況

(一)

婦
人
部

ァ
、
公
務
扶
助
料
の
改
定
時
に
お
け
る
役
員
会
の
開
催

ィ
、
遺
族
会
の
事
業
推
進
に
伴
う
全
面
協
力

ゥ
、
青
壮
年
部
の
行
う
事
業
に
対
す
る
協
力

工
、
各
地
域
に
お
け
る
相
談
活
動

同

青
壮
年
部

ァ
、
遺
族
会
・
婦
人
部
の
事
業
推
進
に
対
す
る
協
力

イ
、
福
利
厚
生
事
業
の
実
施

ゥ
、
部
に
お
け
る
研
究
修
会
の
実
施

四
、
事
務
局
状
況

(寸

事
務
局
は
、
社
会
福
祉
法
人
・
向
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
置
い
て
い
る
。

(二)

職
員
は
、
向
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
依
頼
し
て
い
る
。

五
、
役

<=> 
員

(一)

b. 
:z:;: 

長

初
代

藤
田

直
義

琢
璽

代

安
保

代

渡
里

常
松

四
代

舟
橋
和
次
郎

正
則

五
代

藤
田

賢
吾

代

上
本

七
代

(二)

婦
人
部
長

初
代

(三)

青
壮
年
部
長

初
代

六
、
ム
一
品

福
本

勝

八
代
(
現
)
安
保

清
康

岡
本

照
子

漬
浦
マ
ス
エ

二
代

、
-

J
1
川ハ

裕

代

林
原

透

代

阪

薫
吉

代

林
原

透

斗

l--=円H

収
入
額

平
成
四
年
度
(
決
算
状
況
)

萱
百
四
拾
七
蔦
萱
千
八
百
五
拾
参
円

支
出
額

萱
百
参
拾
五
蔦
参
千
弐
拾
萱
円

久
井
町
遺
族
会
の
あ
ゆ
み

493一

一
、
久
井
町
行
政
区
域
の
変
遷

昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
、
御
調
郡
奥
村
山
岡
の

一
部
を
久
井
村
に
編
入
、
同
年

九
月
一
日
、
豊
田
郡
高
坂
村
の

一
部
、
小
林
・
山
中
野

・
土
取
の
三
地
区
を
坂
井
原

村
に
編
入
し
、
昭
和
二
十
九
年
三
月
三
十

一
日
、
御
調
郡
久
井
村
・
羽
和
泉
村
坂

井
原
村
の
三
ケ
村
を
合
併
し
て
久
井
町
と
な
る
。

一
一
、
旧
村
時
代
の
忠
魂
碑
・
頒
徳
塔
並
び
に
招
魂
祭
・
追
弔
法
要
執
行
の
状
況

久

井

村

忠
魂
碑

明
治
四
十
五
年
三
月
、
久
井
小
学
校
前
に
建
立
し
久
井
村
の
日

露
戦
争
に
従
軍
し
た
戦
没
者
を
合
間
し
た
。
太
平
洋
戦
争
敗
戦
間



羽
和
泉
村

も
無
く
忠
魂
碑
を
土
中
に
埋
葬
し
た
。
昭
和
三
十
年
頃
、
忠
魂
碑

を
土
中
よ
り
掘
り
出
し
て
日
華
事
変

・
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
戦

没
者
を
石
碑
の
右
面
・
後
面
に
刻
み
、
江
木
地
区
の
稲
生
神
社
の

境
内
に
移
転
建
立
し
た
。
前
面
に
「
忠
魂
碑
第
十
七
師
団
長
仙
波

太
郎
書
」
と
あ
る
。

盛
大
な
る
招
魂
祭
が
久
井
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
。
主
催
者

は
久
井
村
村
長
で
神
仏
合
同
祭
で
あ

っ
た
。

(斗

頚
徳
犠

」
の
頒
徳
塔
は
昭
和
二
十
一
年
八
月
、
久
井
小
学
校
に
あ

っ
た

御
真
影
奉
安
殿
を
取
り
壊
し
て
久
井
村
下
津
の
専
光
寺
境
台
に
移

転
し
、
下
津
区
の
三
人
の
功
労
者
の
名
前
を
掲
げ
て
遺
徳
を
讃
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
七
年
頃

日
露
戦
争
以
来
、
太
平
洋
戦
争
に
至
る
ま

で
の
軍
人
・
軍
属
・
動
員
学
徒
等
と
し
て
国
家
の
た
め
に
尊
い
身

命
を
捧
げ
た
下
津
区
の
戦
没
者
の
名
前
を
掲
げ
る
こ
と
に
な
り
、

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
一

日
に
四
十
六
柱
の
安
置
式
を
行

っ
た。

そ
の
翌
日
十
二
月
十

二
日
第

一
回
目
の
合
同
追
弔
会
を
執
行
し

た
。
五
回
目
の
昭
和
六
十
年
に
三
柱
、
六
回
目
の
平
成
三
年
に

一

柱
、
全
五
十
柱
の
御
名
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
三
年
よ
り
下
津
区
と
専
光
寺
の
共
催
で
法
要
を
営

み
、
塔
を
管
理
し
て
い
る
。

(一)

忠
魂
碑

前
中
央
に
「
忠
魂
碑
安
正
書
」
と
あ
り
、
左
横
に
「
大
正
七
年

十

一
月
建
設
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
羽
倉
地
区
出
身
の
日
露
戦
争

坂
井
原
村

豊
田
郡

高

坂

村

中
野
地
区

従
軍
戦
没
者
を
合
杷
し
で
あ
る
。
羽
倉
地
区
の
貞
清
八
幡
神
社
の

北
側
に
位
置
し
て
い
る
。

同

慰

霊

塔

昭
和
三
十
六
年
四
月
、
和
草
地
区
の
法
泉
寺
境
内
に
建
立
し
た
。

泉
・
和
草
地
区
の
戦
没
者
を
合
犯
し
て
あ
る
。
追
弔
法
要
は
四

五
年
に

一
回
営
ま
れ
て
い
る
。
現
在
、
法
泉
寺
に
管
理
し
て
お
ら

れ
る
。

(一)

忠
魂
碑

前
面
に
「
忠
魂
碑

二
宮
治
重
書
」
と
あ
る
。
坂
井
原
地
区
の

中
央
、
天
満
宮
の
境
内
に
建
立
し
て
あ
る
。
現
在
は
、
坂
井
原
地

区
宮
総
代
が
管
理
し
て
い
る
。

(一)
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忠
魂
碑

前
中
央
に
「
忠
魂
碑
」
、
右
横
に
「
大
正
十
年
四
月
建
立
」
、
左

横
に
「
陸
軍
中
将
鈴
木
荘
六
書
」
と
あ
る
。
小
林
・
山
中
野

・
土

取
地
区
出
身
の
日
露
戦
争
第

一
次
世
界
の
戦
没
者
八
柱
を
合
杷

し
て
あ
る
。
建
立
発
起
人
は
日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
生
存
者
、
堀

覚

一
氏
・
片
岡
嘉
市
氏
朽
木
八
郎
氏
・
岡
本
四
市
で
あ

っ
た。

追
弔
法
要
に
は
、
福
山
連
隊
区
司
令
官
及
び
関
係
者
・
在
郷
軍

人
・
一
般
も
参
列
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。

現
在
、
忠
魂
碑
は
敷
地
貸
与
者
、
片
岡
博
氏
宅
に
管
理
し
て
お

ら
れ
る
。
碑
は
山
中
野
地
区
の
小
高
い
丘
に
あ
る
。

月
十
日
の
陸
軍
記
念
日
に
は
在
郷
軍
人
が
参
拝
し
て
お
ら
れ

た
が
、
そ
の
服
装
は
写
真
の
通
り
。



豊
田
郡

高

坂

村

許
山

(
現
在
は

三
原
市
)

仏
通
寺
境
内
に
次
の
石
碑
が
あ
る
。

付
日
支
事
変
供
養
塔

同
杉
本
五
郎
中
佐
の
遺
訓
を
刻
ん
だ
石
碑

杉
本
五
郎
中
佐
は
支
那
事
変
前
、
同
事
変
の
初
期
に
仏
通
寺
で

禅
に
心
を
寄
せ
修
業
し
て
お
ら
れ
た
。
昭
和
十
二
年
九
月
十
四
日

未
明
、
北
支
チ
ャ
ハ
ル
省
で
立
亡
戦
死
さ
れ
た
。
戦
死
直
前
の
遺

訓
を
刻
銘
し
た
石
碑
が
建
立
し
て
あ
る
。

t三)

右
、
石
碑
の
左
側
、
川
向
こ
う
の
巌
の
絶
壁
に
「
尊
皇
」
の
大

文
字
が
刻
ん
で
あ
る
。
(
昭
和
十
四
年
九
月
十
四
日
刻
)

三
、
久
井
町
遺
族
会

(一)

役

止ト
:z>: ~ij 婦

人

部

長

青
壮
年
部
長

(ゴ

活

ァ
、
慰
霊
碑
の
建
立

A. 
Z云

員
長

初
代
大
原
幸
夫

代
河
城
二
六

二
代
秋
保
良
造

四
代
西
迫
数
夫

五
代
(
現
在
)
藤
本
勇
夫

長

北
山
義
美

岡
田

山
崎
鷹
男

晴

味
能
ト
ミ
ヨ

初
代
桝
舎
カ
ズ
エ

二
代
(
現
在
)
福
場
敏
枝

初
代
(
現
在
)
児
玉
美
範

動

昭
和
四
十
三
年
四
月
、
久
井
町
・
久
井
町
郷
友
会
・
久
井
町
遺
族
会
・
久
井
町
傷

実
軍
人
会
が
主
体
と
な
り
、
久
井
町
和
草
役
場
敷
地
内
に
慰
霊
碑
を
建
立
し
て
町
内

行
っ
て
い
る
。

の
全
戦
没
者
を
合
杷
し
た
。
慰
霊
碑
の
管
理
は
遺
族
会
青
壮
年
部
が
中
心
と
な

っ
て

イ
、
慰
霊
祭
執
行

毎
年
十
月
二
十
七
日
に
久
井
中
央
公
民
館
に
於
い
て
、
久
井
町
遺
族
会
主
催
、
久

井
町
・
久
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
協
力
の
も
と
に
隔
年
毎
に
神
式
・
仏
式
で
慰
霊
祭

を
執
行
し
て
い
る
。

ゥ
、
護
国
神
社
参
拝
・
研
修
旅
行

毎
年
六
月
、
備
後
護
国
神
社
・
広
島
護
国
神
社
へ
交
互
に
参
拝
し
て
い
る
。
併
せ

て
恰
好
な
場
所
を
選
ん
で
見
学
・
研
修
を
重
ね
、
遺
族
と
し
て
の
資
質
を
高
め
道
義

の
高
揚
に
努
め
て
い
る
。

工
、
戦
没
者
名
簿
の
作
成

-
昭
和
五
十
六
年
十
月
「
み
た
ま
よ
安
ら
か
に
」

(
戦
没
者
名
簿
)
を
作
成
し
た
。

-
平
成
五
年
三
月
「
久
井
町
戦
没
者
名
簿
」

を
久
井
町
・
久
井
町
遺
族
会
が
協
力
し

て
改
訂
編
集
し
た
。

因
に
久
井
町
の
戦
没
者
は
三
百
九
十
九
柱
で
、
没
者
の
戦
没
状
況
は
次
の
通
り
で

-495一

あ
る
。日
清
事
変
・
日
露
戦
争
・
第
一
次
世
界
大
戦
・
シ
ベ
リ
ア
出
兵
等

八

% 

目
撃
事
変

十

二

%

太
平
洋
戦
争

八

十

%

同

A. 
Z三

計

平
成
四
年
度

収
入

七
拾
七
万
七
千
四
百
弐
拾
弐
円

支
出

七
拾
壱
万
五
千
九
百
五
拾
参
円
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タ
ン
カ
ー
の
護
衛
中

火
炎
地
獄
の
中
で
散
っ
た
主
人
を
偲
ぶ

御
調
郡
久
井
町
小
林
一
四

千百

枝

場

敏

広
島
県
遺
族
会
記
念
誌
発
刊
に
あ
た
り
、
半
世
紀
(
戦
中
・
戦
後
)

に
わ
た
る
私

の
拙
い
体
験
・
心
情
を
吐
露
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
て
感
謝
し
て
い
ま
す
0

・
夢
で
の
お
告
げ
(
終
戦
直
後
)

私
は
二
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
長
女
を
背
負
っ
て
果
て
し
な
い
広
野
を
訪

っ
て
い

ま
し
た
。

ふ
と
、
気
が
つ
く
と
祈
祷
師
の
門
を
叩
い
て
お
告
げ
を
聞
い
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
内
容
は
応
召
し
た
主
人
の
安
否
に
つ
い
て
で
し
た
。
「
あ
な
た
の
御
主
人

の
姿
は
逆
さ
ま
に
映
り
ま
す
。
他
分
こ
の
世
の
人
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
」
|
|
と
。

汗
び
っ
し
ょ
り
目
が
覚
め
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
こ
の
夢
で
の
お
告
げ
が
事
実
と
な

っ
た
の
で
す
。

-
公
報
に
衝
撃
!

終
戦
と
な
り
復
員
を
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
ち
わ
び
て
い
た
矢
先
「
福
場
友
夫
戦

死
、
暁
二
九
五
四
部
隊
長
吉
村
正
作
報
告
」
と
通
報
さ
れ
、
前
途
暗
闇
、
家
族
が
悲

嘆
の
一
仮
に
明
け
暮
れ
し
た
の
は
昭
和
二
十
年
秋
半
ば
で
し
た
。
公
報
が
あ

っ
た
十
ケ

月
前
に
主
人
は
国
に
命
を
捧
げ
て
い
た
の
で
す
。
葬
儀
を
済
ま
せ
ま
し
た
が
、
若
し

か
し
た
ら
何
処
か
の
離
れ
小
島
に
流
れ
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、

一
抹
の
期

待
を
抱
い
て
い
ま
し
た
が
遂
に
帰
還
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
「
私
が
働
か
な
け
れ
ば

こ
の
子
が
飢
え
る
。
」
こ
ん
な
こ
と
が
す
う

っ
と
脳
裏
を
過
ぎ
り
ま
し
た
。
戦
後
の

厳
し
い
生
活
環
境
・
精
神
的
な
打
撃
・
苦
痛
が
の
し
か
か
る
中
で
教
職
に
支
え
ら

れ
、
ど
う
に
か
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、
私
は
主
人
が
昭
和
十
八
年
十
一
月
初
旬
、
宇
品
で
乗
船
し
て
戦
地
に
赴
い

て
以
来
、
断
末
魔
の
一
瞬
に
至
る
ま
で
の
足
跡
を
解
明
す
べ
く
、
悲
願
の
人
生
を
歩

み
始
め
た
の
で
す
。

一
片
の
公
報
だ
け
で

は
夫
の
戦
死
を
認
め
き
れ
な
か

っ
た
の
で

す
。
し
か
し
、
軍
事
機
密
の
中
で
の
御
奉
公
で
あ
っ
た
故
に
知
る
す
べ
も
な
く
時
は

流
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
退
職
を
機
に
広
島
市
比
治
山
で
の
船
舶
砲
兵
部
隊
慰
霊
祭
に
お
参

り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
暁
風
(
戦
友
)
会
長
駒
宮
真
七
郎
氏
、

元
中
隊
長
船

見
剛
氏
、
戦
友
真
藤
清
氏
の
知
遇
を
得
て
、
凄
絶
・
悲
惨
な
海
上
戦
死
の
証
言
を
頂

戴
し
、

ま
た
広
島
県
援
護
課
で
主
人
の
軍
歴
証
明
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
ら
、
応
召

か
ら
戦
没
す
る
ま
で

一
日
も
欠
か
さ
ず
記
録
し
て
あ
り
ま
し
た
。
長
年
の
念
願
が
や

っ
と
叶
い
ま
し
た
。
服
役
中
の
概
要
と
私
が
辿
っ
た
人
生
歴
の
一
端
を
織
り
ま
ぜ
て

501 

次
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

-
応
召
か
ら
東
山
丸
乗
船
ま
で

主
人
は
昭
和
十
八
年
六
月
十
五
日
高
射
砲
第
四
連
隊
に
入
隊
し
、
同
月
二
十
日
船

舶
砲
兵
第
二
連
隊
通
称
暁
二
九
五
四
部
隊
(
海
上
特
攻
隊
と
言
わ
れ
る
。
)
に
転
属

し
、
同
月
二
十

一
日
大
阪
教
育
隊
に
編
入
し
て
い
ま
す
。
大
阪
で
の
服
役
中
、
首
が

座
っ
た
か
座
ら
な
い
か
の
乳
飲
み
子
を
背
に
し
て

一
夏
に
三
回
面
会
に
行
き
ま
し

た
。
そ
の
頃
私
は
賀
茂
郡
安
芸
津
町
立
青
年
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、

日
曜

日
に
呉
線
三
津
駅
で
行
列
を
し
て
切
符
を
買
い
求
め
、
右
手
に
握
り
飯
、
左
手
に
綴

出
併
を
持
っ
て
片
道
七
時
間
余
り
か
か

っ
て
面
会
に
行

っ
て

い
ま
し
た
。

八
月
盛
夏
、

満
員
列
車
に
乗
り
込
む
と
殆
ん
ど
の
乗
客
は
七
つ
釦
の
予
科
練
(
特
攻
隊
)
の
方
々

で
し
た
。
子
供
が
背
中
で
泣
き
叫
ぶ
の

で
困
っ
て
い
る
と
席
を
譲
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
「
死
を
覚
悟
し
て
い
る
。
」
と
言
わ
れ
た
猿
々
し
い
優
し
い
あ
の
人
達
を
い
つ
ま



で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

-
東
山
丸
に
乗
船
(
同
船
は
沈
没
し
た
が
天
佑
に
よ
り
字
品
に
帰
還
)

東
山
丸
に
乗
船
し
て
、

広
島
県
援
護
課
の
証
明
に
よ
る
と
主
人
は
昭
和
十
八
年
十
一
月
五
日
大
阪
に
於
て

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ
ン
・
青
島
・
鎮
海
湾
・
基
隆
・
マ

ニ
ラ
等
に
航
跡
を
残
し
、
兵
員
・
兵
機
材
の
運
搬
船
の
決
死
的
護
衛
に
あ
た

っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
昭
和
十
九
年
七
月
二
十
六
日
マ
ニ
ラ
西
北
方
三
百
五
十
粁
の
海
上
で

魚
雷
攻
撃
を
受
け
、
東
山
丸
は
沈
没
し
た
が
海
軍
駆
潜
艇
に
助
け
ら
れ
、
九
死
に

一

生
を
得
て
字
品
に
帰
還
上
陸
し
て
い
ま
す
。

二
ヶ
月
ば
か
り
字
品
で
の
待
機
中
よ
ち

よ
ち
歩
き
出
し
た
長
女
を
連
れ
て
面
会
に
訪
れ
ま
し
た
が
、
東
山
丸
沈
没
に
伴
う
恐

怖
の
遭
難
、
軌
跡
的
な
生
還
に
つ
い
て
は
一
言
も
語
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
軍

音羽山丸 (三井船舶、 9，204トン)

仏印パタンガン沖岬東南80Kで、19.12.22遭難(雷撃)

人
精
神
と
は
こ
ん
な
も
の
で

あ

っ
た
の
か
と
思
う
と
熱
い

一俣
が
惨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

-
音
羽
山
丸
沈
没
に
伴
い
戦

死
「
子
供
に
風
邪
を
引
か
す

な
。」

最
後
の
軍
事
郵
便
を

投
函
し
て
、
昭
和
十
九
年
十

一
月
七
日
字
品
に
於
い
て
音

羽
山
丸
に
乗
船
し
、
馬
公
を

経
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
着
、
ガ
ソ

リ
ン
を
満
載
し
て
コ
タ
パ
ル

沖
・
パ
ン
ウ
ォ
ン
湾
を
経
て

帰
航
中
、
十
二
月
二
十
二
日

未
明
仏
領
印
度
支
那
パ
タ
ン
ガ
ン
岬
(
今
の
ベ
ト
ナ
ム
)
東
南
方
四
五
哩
沖
に
於
い

て
魚
雷
を
二
発
打
ち
込
ま
れ
、
音
羽
山
丸
沈
没
に
伴
い
遭
難
し
、
生
死
不
明
、
戦
死

確
認
と
い
う
記
録
が
残

っ
て

い
ま
す
。
音
羽
山
丸
か
ら
、
ガ
ソ
リ
ン
が
流
出
し
て
引
火

し
紅
連
と
な

っ
て
燃
え
た
ぎ
り
、

そ
の
時
の
壮
絶
悲
壮
な
戦
況
に
つ
い
て
は
駒
宮
氏

著
「
血
で
綴
ら
れ
た
輸
送
船
史

・
救
い
な
き
戦
時
輸
送
船
の
悲
録
」
に
、

ま
た
真
藤

氏
の
「
火
災
地
獄
か
ら
の
脱
出
」
に
も
記
述
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
の
戦
没
者
は

百
十
九
名

(船
砲
隊
三
十
五
名
、
警
戒
隊
十
六
名
、
船
員
六
十
三
名
、
見
張
員
五
名
)

だ
っ
た
と
か
海
底
か
ら
働
突
の
声
が
聞
え
て
く
る
よ
う
で
身
震
い
し
ま
す
。

駒
宮
氏
が
遺
族
の
願
い
に
応
え
て
御
起
草
下
さ
い
ま
し
た
左
に
述
べ
る
墓
碑
銘
の

下
で
故
人
は
静
か
に
永
遠
の
眠
り
に
つ
い
て
い
ま
す
。

「
故
福
場
友
夫

(勇、

モ
モ
ヨ
長
男
)
は
大
正
三
年
四
月
二
十
七
日
大
和
町
下
草

井
丸

一
二
番
地
で
生
ま
る
。
昭
和
十
八
年
六
月
十
五
日
太
平
洋
戦
争
下
臨
時
召
集
に
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あ
い
、
船
舶
砲
兵
第
二
連
隊
(
暁
二
九
五
四
部
隊
)
に
入
隊
す
。
以
降
苛
烈
な
る
船

舶
輸
送
作
戦
に
挺
身
中
、
仏
領
印
度
支
那
パ
タ
ン
ガ
ン
岬
東
南
方
八
十
粁
の
海
上
に

於
て
壮
烈
な
る
戦
死
を
遂
ぐ
。
行
年
三
十
歳

因
に
本
人
が
船
砲
隊
と
し
て
生
死
を
共
に
せ
し
音
羽
山
丸
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
於

て
に
八

二
船
団
に
加
入
、
本
土
向
け
石
油
輸
送
の
重
要
船
な
り
し
が
雄
途
空
し
く
雷

撃
を
受
け
、
船
体
は
勿
論
、
海
上
一
帯
が
火
の
海
と
化
し
、
凄
絶
・
悲
壮
沈
没
せ
り
。
」

と
遺
骨
は
南
漢
に
漂

っ
て
お
り
、
致
し
方
な
く
台
湾
の
花
連
か
ら
持

っ
て
帰

っ
た
標

札
大
の
大
理
石
に
軍
事
郵
便
の
文
字
を
刻
み
込
ん
で
お
墓
の
下
に
埋
葬
し
ま
し
た
。

-
霊
を
迎
え
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
(
マ
ニ
ラ
)

ヘ

故
人
が
戦
死
し
た
方
面
へ
海
上
慰
霊
に
赴
く
こ
と
は
不
可
能
に
近
く
、

せ
め
て
フ

イ
リ
ピ
ン
へ
と
思
い
立
ち
、
昭
和
六
十
年
十

一
月
五
泊
六
日
の
日
程
で
ル
ソ
ン
島



コ
レ
ヒ
ド

l
ル
島
・
レ
イ
テ
島
に
慰
霊
巡
拝
を
い
た
し
ま
し
た
。
沈
没
し
た
東
山
丸

の
寄
港
地
マ
ニ
ラ
で
比
島
建
国
の
父
リ
サ

l
ル
の
銅
像
の
前
で
遥
か
西
方
で
眠
る
故

人
の
海
底
墓
標
に
一
礼
し
、
小
石
を
姶
っ
て
帰
り
子
供
や
孫
と
共
に
お
墓
の
下
に
葬

り
ま
し
た
。

-
私
の
希
求

神
仏
の
前
に
ぬ
か
ず
き
、
合
掌
し
て
故
人
に
語
り
か
け
る
こ
と
か
ら
私
の
一
日
が

始
り
ま
す
。
「
焚
く
香
や
温
い
御
飯
が
匂
い
ま
す
か
。
こ
の
き
れ
い
な
花
が
見
え
ま

す
か
。
鐘
の
音
が
聞
え
ま
す
か
。
」

一
人
つ
ぶ
や
き
、

一
人
う
な
ず
き
冥
福
を
祈

つ

て
い
ま
す
。

い
つ
か
の
日
私
が
あ
の
世
へ
行
っ
た
ら
直
ち
に
パ
タ
ン
ガ
ン
岬
東
南
方

の
海
底
に
行
っ
て
あ
な
た
を
捜
し
出
し
ま
す
。
そ
の
時
あ
な
た
の
口
か
ら
あ
な
た
の

言
葉
で
火
災
地
獄
で
の
死
闘
の
苦
し
さ
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
そ
し
て
両
親
や
兄
弟

-
子
供
や
孫
の
い
る
故
郷
に

一
緒
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
時
ま
で
安
ら
か
に
眠

っ

て
待
っ
て
い
て
下
さ
い
。

人
の
命
は
地
球
よ
り
重
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
没
者
の
皆
様
の
命
の
重
み
を

ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
尊
厳
な
る
国
の
鎮
め
役
、

国
の
礎
石
と
な

っ

て
下
さ
っ
た
方
々
だ
と
信
じ
ま
す
。

私
は
恒
久
平
和
を
祈
念
し
つ
つ
没
者
の
処
へ
何
を
土
産
に
持
っ
て
行
こ
う
か
、
何

を
後
生
に
残
し
て
お
く
べ
き
か
を
真
剣
に
考
え
な
が
ら
行
動
し
、
余
生
を
送
り
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
子
供
夫
婦
は
広
島
市
内
の
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
孫
は
勉
学
中
で
す
。

終
戦
後
百
年
に
向
か

っ
て
戦
没
者
の
慰
霊
追
悼
す
る
こ
と
を
継
承
し
て
く
れ
る
よ

う
切
に
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

半
世
紀
を
顧
り
み
て

御
調
郡
向
島
町
遺
族
会
婦
人
部

林

手口

子

原

日
山
γ
」
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一
人
の
娘
が
お
り
ま
す
。
主
人
に
召
集
令
状
が
来
た
の
は
、
昭
和
十
八

年
十
二
月
で
し
た
。
そ
の
時
娘
は
満
一
歳
で
、
戦
死
の
報
に
接
し
た
時
は
、
娘
が
三

歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
父
の
顔
も
、
写
真
で
見
る
他
は
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
は
そ
の
時
二
十
五
歳
で
し
た
。

幼
な
子
を
連
れ
て
、

」
れ
か
ら
の
生
活
を
ど
う
し
よ
う
か
と
迷
い
苦
し
み
ま
し
た

が
、
主
人
が
、
子
供
を
頼
む
、
両
親
を
頼
む
と
言
っ
て
、
出
征
し
た
言
葉
が
心
に
残

っ
て

こ
の
幼
子
を
泣
か
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
歯
を
く
い

し
ば

っ
て
、
農
作
業
に

精
を
出
し
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
仕
事
に
疲
れ
、
無
理
を
し
た
り
、
失
敗
を
し
た
り
の
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繰
り
返
し
で
し
た
が
、
親
戚
や
、
近
所
の
御
助
力
を
得
て
、
幸
に
し
て
健
康
に
恵
ま

れ
、
頑
張
っ
て
来
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

子
供
も
小
さ
い
時
か
ら
、

忙
し

い
母
の
姿
を
見
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
学
校
か
ら

帰
っ
て
も
、

お
風
呂
を
沸
し
た
り
、
夕
食
の
仕
度
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
学
校
の
宿

題
も
あ

っ
た
で
し
ょ
う
が
、
市
場
へ
出
荷
の
都
合
が
つ
か
ぬ
時
な
ど
、
夜
遅
く
ま
で
、

手
伝
わ
せ
る
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。

い
つ
か

の
日
、
「
毎
日
雨
が
降
る
と

い
い
ね
。
」
と
言
い

ま
す
の
で
、
「
ど
う
し

て
」
と
尋
ね
ま
す
と
、
「
雨
の
日
に
は
、

母
ち
ゃ
ん
が
家
に
居
て
、

お
帰
り
と
、
モ三子

Eヨ

っ
て
く
れ
る
か
ら
」
と
言
っ

て
、
私
を
ハ
ッ
と
さ
せ
ま
し
た
。
忙
し
さ
に
ま
か
せ
て
、

畑
仕
事
に
ば
か
り
出
て
、
幼
い
子
の
心
を
十
分
汲
ん
で
や
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た

母
で
し
た
。

今
そ
の
娘
も
三
人
の
子
の
母
で
あ
り
、
最
近
孫
も
出
来
て
、
皆
元
気
で
幸
な
生
活



を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
孫
達
の
姿
に
、
幼
い
日
の
娘
を
思
い
出
し
、
両
親
が
揃
っ
て

子
育
て
の
出
来
る
家
庭
環
境
が
ど
ん
な
に
大
切
か
を
つ
く
づ
く
感
じ
、
平
和
の
有
難

さ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
の
生
活
を
思
う
に
つ
け
、
唯
一
途
に
お
国
の
為
と
命
を
捧
げ
た
亡
き
方
々
の
、

御
冥
福
を
祈
る
の
み
で
す
。

主
人
は
、
終
戦
の
年
、

七
月
二
十
四
日
、

西
南
太
平
洋
、

カ
ロ
リ
ン
郡
島
、

メ
レ

ヨ
ン
島
で
栄
養
失
調
症
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
四
月
上
陸
以
来
一
年
四
ヶ
月
、
終
戦
が
八
月
十
五
日
と
も
知
ら
ず
、

補
給
も
絶
え
、
自
活
も
不
能
な
、

不
毛
の
珊
瑚
礁
の
孤
島
で
、
若
い
方
々
五
千
名
余

が
涙
を
の
ん
だ
の
で
す
。

一
昨
年
遺
族
、
戦
友
の
人
達
と
現
地
墓
参
に
参
り
、

四
十
六
年
ぶ
り
に
一俣
を
流
し

て
帰
り
ま
し
た
。

終
戦
後
五
十
年
が
ま
い
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
に
し
て

思
え
ば
、
皆
な
つ
か
し
く
、
苦
し
み
も
淋
し
さ
も
、
今
は
、
時
代
の
流
れ
に
思
い
を

ま
か
せ
る
よ
う
な
心
地
が
、

し
て
い
ま
す
。
無
我
夢
中
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
た
の

は
、
亡
き
夫
に
護
ら
れ
、
社
会
の
皆
様
の
御
支
援
に
支
え
ら
れ
た
か
ら
と
、
感
謝
し

て
い
ま
す
。

残
さ
れ
た
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
、
ボ
ケ
な
い
よ
う
に
、
少
し
で
も
社
会
に
役
立
つ

生
活
を
し
よ
う
と
思

っ
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う

母
親
に
感
謝
す
る
集
い
の
中
で
、

悲
し
み
を
乗
り
越
え
信
念
に
思
う

御
調
郡
遺
族
会
青
壮
年
部
長

:n: 

稔

谷

御
調
郡
青
壮
年
部
結
成
十
四
年
目
に
し
て
、
「
母
親
に
感
謝
す
る
集
い
」
を
取
り

組
む
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
日
は
青
壮
年
部
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
。
母
親
を
迎
え

る
顔
は
い
た

っ
て
明
る
い
。
普
通
、
集
会
ま
た
は
会
議
な
ど
の
行
事
と
い
う
も
の
は
、

見
通
し
の

つ
か
な
い
も
の
で
あ
り
が
ち
で
す
が
、
こ
の
集
会
は
目
的
が
は

っ
き
り
わ

か
っ
て
い
る
。
ど
の
顔
も
本
当
に
母
親
に
感
謝
す
る
気
持
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

-504-

さ
て
開
会
行
事
も
終
り
、
本
日
の
主
題
で
あ
っ
た
、
戦
後
四
十
七
年
を
振
り
返

っ

て
の
体
験
発
表
は
遺
児
三
名
が
行

っ
た。

そ
の
内
の
主
な
体
験
発
表
は
、
疎
開
し
て
帰

っ
た
田
舎
で
、
農
作
業
等
の
出
稼
ぎ

で
、
力
強
く
一
家
を
守

っ
た
、
素
晴
ら
し
い
母
の
思
い
出
、
厳
し
く
苦
し
い
生
活
に
、

さ
ら
に
追
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
届
い
た
父
親
の
計
報
、
一
枚
の
便
り
が
遺
族
運
動
、

母
親
の
苦
労
の
始
ま
り
で
も
あ

っ
た
。
家
族
の
思
い
は
戦
後
四
十
七
年
過
ぎ
て
も
大

事
に
し
て
い
る
。
ま
た
結
婚
し
た
主
人
が
遺
族
で
あ
り
、
英
霊
と
母
親
を
大
切
に
し

て
、
戦
後
社
会
、
就
職
差
別
の
中
で

一
生
懸
命
生
き
て
来
た
そ
の
力
強
さ
は
、
誰

に
も
負
け
な
い
体
験
発
表
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
戦
争
で
夫
を
父
を
亡
く
し
、
夫
が
残
し
て
く
れ
た
子
供
の
成
長
を
生
き
が

い
と
し
て
、

必
ず
や
幸
せ
が
来
る
と
信
じ
て
頑
張

っ
た
。
よ
う
や
く
安
定
し
た
生
活

が
、
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
の
も
束
の
間
、
頼
り
に
し
て
い
た
子
供
は
交
通
事
故
死
。



追
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
嫁
も
再
び
交
通
事
故
死
、

目
の
前
は
真
っ
暗
。
年
老
い
た

母
親
は
孫
の
生
活
と
自
ら
の
老
後
の
保
証
は
無
く
な
っ
た
。

し
か
し
夫
の
英
霊
と
亡

き
子
供
の
励
ま
し
の
声
は
、
戦
争
未
亡
人
か
ら
交
通
遺
児
の
孫
の
成
長
と
三
度
花
が

咲
い
た
。
母
親
の
声
。
年
老
い
た
姿
を
見
る
と
き
、
感
無
量
で
あ
る
。

私
自
身
、
今
日
ま
で
の
、

日
常
生
活
と
遺
族
の
結
び
付
き
は
、

亡
き
母
へ
の
思
い

出
と
、
苦
悩
の
連
続
で
あ
っ
た
と
人
並
み
の
通
り
と
思
っ
て
い
た
が
、
戦
争
の
た
め

の
遺
児
は
百
万
人
と
も
、

二
百
万
人
と
も
い
わ
れ

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
環
境
は

苦
難
の
道
で
あ

っ
た
と
思
う
と
き
、
新
た
に
涙
が
で
た
。
感
動
は
幾
度
と
な
く
押
し

寄
せ
て
声
は
詰
っ
た
。
私
は
遺
族
会
に
入
り
、
遺
児
と
し
て
活
動
し
て
き
た
。
連
帯

感
を
味
う
素
晴
ら
し
い

一
日
で
あ

っ
た
。
私
は
誰
に
も
負
け
な
い
、
力
強
い
母
親
の

姿
を
現
実
の
中
に
学
び
。
人
間
の
強
さ
は
悲
し
い
こ
と
を
、
乗
り
越
え
て
こ
そ
、

証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
す
ば
ら
し
い
体
験
発
表
は
、
伺
よ
り
も
私
達
遺
児

の
気
持
を
ふ
る
い
立
た
せ
た
。

み
ん
な
頑
張
っ
た
。
負
け
て
は
い
け
な
い
。

一俣
の
中

に
も
晴
れ
晴
れ
と
し
た
顔
は
、
私
の

一
生
の
中
で
、

ま
た
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い

伺
よ
り
も
大
き
な
財
産
と
な

っ
た
。
遺
族
会
々
員

一
人

一
人
に
、
感
謝
し
た
い
。

終
り
に
遺
族
会
記
念
誌
の
発
刊
に
あ
た
り
、
遺
族
会
遺
児
と
し
て
、

そ
の
信
念
で

運
動
を
展
開
し
て
い
く
な
ら
ば
、
政
治
の
立
場
で
靖
国
神
社
、
公
式
参
拝
が
な
さ
れ

て
い
な
い
、
総
理
大
臣
は
ど
の
よ
う
な
信
念
で
あ
ろ
う
か
。

い
や
、

必
ら
ず
日
本
の

国
が
、
英
霊
に
感
謝
し
て
真
の
公
式
参
拝
が
、
実
現
さ
れ
る
と
信
じ
な
が
ら
、
発
刊

に
寄
せ
る
文
と
し
ま
す
。

青

壮

年

部

と

私

御
調
郡
向
島
町

林

透

原

私
の
父
は
、
昭
和
二
十
年
三
月
十
七
日
、
硫
黄
島
で
戦
死
し
ま
し
た
。
同
年
、
三

月
十
日
、
私
が
生
れ
ま
し
た
。
物
心
が
つ
い
た
頃
か
ら

一
度
は
父
の
戦
死
し
た
硫

又

黄
島
に
行
き
た
い
と
思
い
つ
づ
け
て
い
ま
し
た
が
、
島
は
防
衛
庁
の
管
轄
で
、

般

人
立
入
禁
止
の
為
、

な
か
な
か
チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ

っ
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
五

十
年
、
厚
生
省
よ
り
遺
骨
収
集
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
よ
り
遺
児
数
名
の
募
集
が
あ

り
、
そ
の
条
件
と
し
て
、
「
遺
族
会
青
壮
年
部
員
で
あ
る
事
」
と
な

っ
て
お
り
、

そ

立

の
時
、
初
め
て
遺
族
会
青
壮
年
部
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。

当
時
、
向
島
町
に
は
青
壮
年
部
会
員
が
活
動
し
て
お
ら
ず
、
硫
黄
島
に
私
が
行
け
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る
様
に
、
向
島
よ
り
只

一
名
、
部
長
兼
部
員
と
し
て
県
の
方
へ
登
録
し
て
も
ら

っ
た

事
を
思
い
出
し
ま
す
。

硫
黄
島
で
の

一
ヶ
月
間
は
、
大
変
私
に
と
っ
て
意
義
深
い
も
の
で
し
た
。
厚
生
省
、

自
衛
官
、
当
時
の
生
残
者
、
遺
児
、
一
般
人
の

二
十
数
名
の
編
成
で
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、

ユ
ン
ボ
等
を
使
っ
た
大
が
か
り
な
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
熱
帯
気
候
の
為
、
革
、
木
が
お
い
茂
り
、
風
景
が
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
変

っ

て
し
ま

っ
て
い
る
為
、
爆
破
さ
れ
た
坑
の
入
口
は
容
易
に
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
結
局
、
百
柱
余
を
持
ち
帰
る
事
が
出
来
ま
し
た
が

一
ヶ
月
あ
ま
り
、
生
活
を

共
に
し
た
中
で
、
当
時
の
生
残
者
の
方
の
話
を
聞
い
た
り
、
全
国
か
ら
集

っ
た
、
同

じ
境
遇
の
遺
児
と
話
を
し
た
り
す
る
中
で
、

(
私
と
し
て
は
、

」
の
遺
骨
収
集
に
よ

っ
て
私
の
戦
後
に
区
切
を
つ
け
、
終
ら
せ
た

か
っ
た
の
で
す
が
)



私
の
考
え
は
だ
ん
だ
ん
変

っ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

父
の
存
在
は
私
の
心

の
中
だ
け
の
問
題
で
し
た
。
が
、
全
国
で
同
じ
問
題
に
苦
し
み
、
同
じ
悩
み
を
持
つ

仲
間
が
多
く
居
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

以
後
、
向
島
に
帰

っ
て
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
増
え
、
毎
年
の
慰
霊
祭
、
忠
魂
碑
の

清
掃
等
に
も
年
老
い
た
母
親
と
共
に
青
壮
年
部
員
の
活
躍
も
目
立
つ
様
に
な
り
ま
し

--。+ト
今
後
は
英
霊
の
顕
彰
と
共
に
、
私
達
が
味
わ
っ
た
悩
み
、
苦
し
み
を
子
供
達
に

二

度
と
く
り
返
さ
せ
な
い
様
、

又
、
私
達
を
今
日
ま
で
育
て
て
く
れ
た
先
人
達
の
恩
に

報
い
る
に
は
、

い
か
に
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
な
が
ら
、
仲
間
を
増
し

こ
れ
ま
で

以
上
に
積
極
的
な
活
動
に
努
力
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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